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第
四
章

四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

●
輪
中
と
高
潮-

伊
勢
湾
台
風
の
記
録

　
　

伊
藤
重
信
編
著　

三
重
県
郷
土
資
料
刊

行
会　

昭
和
五
七
年

●
木
曽
岬
村
史　

木
曽
岬
村
役
場　

昭
和
四
四
年

●
日
本
自
然
災
害
資
料
集　

　

第
四
巻
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌　

三
重
県　

昭
和
三
六
年

●
写
真
集
伊
勢　

国
書
刊
行
会　

昭
和
六
一
年

●
忘
れ
な
い
伊
勢
湾
台
風
50
年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

■ お話を聞かせて頂いた人 （々敬称略）。
　　　後列左から高木安郎、杉浦文江、服部たみ子、濱田わか
　　　前列左から日沖茂行、金森泰久、服部義和、早川春美

第
五
章  

現
代
に
伊
勢
湾
台
風
が

　
　
　  

来
襲
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

  

と  

ら
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第
五
章

第
五
章

を
立
て
る
際
、
高
さ
に
つ
い
て
、

一
、
潮
位
偏
差
や
波
浪
は
伊
勢
湾
台
風
が

再
来
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
。

つ
ま
り
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
使
う

と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
ま
た
潮
位
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
伊

勢
湾
台
風
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分

に
名
古
屋
に
最
接
近
し
ま
し
た
が
、

通
常
の
名
古
屋
港
の
満
潮
予
定
時
刻

二
七
日
〇
時
四
五
分
で
あ
り
、
満
潮

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
復
旧
計
画
で
は
実
績
よ
り
も

も
っ
と
高
く
な
る
平
均
満
潮
位
と
す

る
こ
と
し
ま
し
た
。

三
、
堤
防
の
高
さ
は
堤
防
の
法
線
、
前
面

の
海
底
地
形
、
堤
防
構
造
の
特
性
な

ど
を
考
慮
し
て
決
め
る
こ
と
と
な
り

あ
る
い
は
港
湾
、
漁
港
の
機
能
保
持
な
次

の
各
項
を
提
出
す
る
こ
と
な
ら
び
に
防
波

堤
の
効
果
等
の
諸
点
を
考
慮
し
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。
」

　

ま
た
堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
も
、
「
計

画
の
対
象
の
潮
位
お
よ
び
波
浪
に
対
し

て
、
越
波
さ
せ
な
い
規
模
で
、
築
造
す
る

堤
防
に
お
い
て
も
、
堤
防
の
天
場
お
よ
び

裏
の
り
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
被
覆
工
を

施
し
て
の
り
面
保
護
を
実
施
し
、
ま
た
越

波
を
考
え
て
築
造
す
る
場
合
は
、
裏
の
り

面
保
護
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
の
り
尻
の

洗
堀
防
止
の
強
化
に
留
意
す
る
。
」
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
の

復
旧
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
周
辺
の
海
岸
堤

防
、
河
川
堤
防
、
干
拓
堤
防
な
ど
の
計
画

の
高
潮
対
策
事
業
に
対
し
、
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
一
一
月
一
六
日
の
次
官

会
議
で
、
関
係
各
省
の
緊
密
な
連
絡
の
も

と
に
、
早
急
に
海
岸
、
河
川
堤
防
等
の
築

造
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
一
一
月
二
六
日
に
初

会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で

「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
計
画
基
本
方

針
」
が
取
り
纏
め
ら
れ
、
基
本
的
事
項
と

し
て
「
計
画
は
、
海
岸
、
河
川
、
港
湾
、

干
拓
地
、
埋
立
地
な
ら
び
に
道
路
等
の
諸

計
画
を
、
総
合
的
に
考
慮
し
て
樹
立
す
る

こ
と
」
、
ま
た
「
計
画
対
象
の
気
象
お
よ

び
海
象
条
件
と
し
て
は
、
潮
位
偏
差
お
よ

び
波
浪
は
台
風
第
一
五
号
（
当
時
の
伊
勢

湾
台
風
の
名
称
）
の
も
の
を
、
天
体
潮
位

は
台
風
平
均
満
潮
位
を
採
る
も
の
と
し
、 

そ
れ
を
上
回
る
条
件
に
対
し
て
も
、
被
害

を
最
小
限
度
に
と
ど
ま
る
よ
う
考
慮
す
る

も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
堤
防
の
高
さ
も
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の

地
点
に
お
け
る
堤
防
天
端
高
は
、
上
記
の

水
理
条
件
を
基
礎
と
し
、
背
後
地
の
条

件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤
防
法
線
の
局

地
的
特
性
お
よ
び
堤
防
前
面
の
海
底
地
形

 

一
． 伊
勢
湾
台
風
か
ら
の

     

高
潮
堤
防
復
旧
計
画
の
考
え
方

　

現
在
の
木
曽
三
川
河
口
部
の
堤
防
は

巨
大
台
風
の
来
襲
に
対
し
て
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
伊
勢
湾
台
風
の

被
害
か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
多
く
の
K
I
S
S
O
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
第
一
章

と
第
二
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
旧
の
状

況
に
つ
い
て
も
う
一
度
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
あ
と
、
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
し
た
三
日

後
の
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

九
日
に
は
、
当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
を

本
部
長
と
し
て
、
名
古
屋
に
「
中
部
日
本

災
害
対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
一
〇

月
二
六
日
第
三
三
回
臨
時
国
会
が
招
集
さ

れ
、
災
害
対
策
と
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す

る
補
正
予
算
案
な
ど
関
係
法
令
を
迅
速
に

可
決
処
理
し
、
実
施
に
移
し
て
復
興
に
対

す
る
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
台
風
に
伴
う
伊
勢
湾
等

震
災
で
は
地
震
の
揺
れ
に
加
え
津
波
に

よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
現
在
で
は
高
潮
堤
防
の
耐
震
対
策

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
て
も
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
津
波
浸
水
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

く
ま
で
も
緊
急
措
置
で
あ
り
、
本
格
的

な
高
潮
堤
防
補
給
は
引
き
続
き
継
続
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
三
〇
年
度
に

一
部
の
橋
梁
部
分
等
を
除
き
高
潮
堤
防

補
強
事
業
が
概
ね
完
成
し
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
現
在
の
木
曽
三
川
河
口
部

は
、
再
び
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
と
し

て
も
高
潮
に
対
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
淀
川
の
高
潮
堤

防
が
大
き
な
被
害
を
被
災
し
た
こ
と
、

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
東
日
本
大

川
の
高
潮
堤
防
に
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
で
す
。 

 

二
． 伊
勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
に
も
安
全
な

      

木
曽
三
川
下
流
部
高
潮
堤
防
の
完
成

○
木
曽
三
川
下
流
部
高
潮
堤
防
の
完
成

　

こ
う
し
て
新
た
に
木
曽
三
川
河
口
部
の

高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た
堤
防
総
延

長
三
一
．六
㎞
の
区
間
の
高
潮
堤
防
が
僅

か
三
年
で
完
成
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
復
興
に
よ
っ
て
安
全
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
急
速
な
高
度
成
長
に

よ
る
地
下
水
の
く
み
上
げ
は
、
皮
肉
に
も

一
ｍ
〜
二
ｍ
も
の
地
盤
沈
下
が
引
き
起
こ

す
こ
と
と
な
り
、
木
曽
三
川
河
口
部
は
わ

が
国
最
大
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
一
旦
完
成
し
た
高
潮
堤

防
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
昭
和
四
四
年
か
ら
、
再
び
高
潮
堤

防
の
補
強
を
始
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
補
強
計
画
で
は
伊
勢
湾
台

風
の
復
旧
堤
防
の
前
面
に
新
堤
防
を
築

く
も
の
で
、
こ
の
結
果
、
新
た
な
堤
防

は
復
旧
堤
防
よ
り
も
数
倍
も
の
断
面
を

持
つ
堤
防
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
度
成
長
に
よ
る
地
盤
沈

下
は
、
高
潮
堤
防
の
補
強
速
度
を
上
回

る
速
度
で
進
行
し
、
補
強
が
間
に
合
わ

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
ま
ず
堤
防
の
高
さ
だ
け
で
も
確
保

す
る
こ
と
と
し
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
は

「
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
事
業
」
に
着

手
、
昭
和
六
三
年
度
に
竣
工
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ

ま
し
た
。

　
　
　

さ
ら
に
堤
防
の
高
さ
に
つ
い
て

は
、
波
の
高
さ
を
考
慮
し
て
決
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
波
の
高

さ
は
堤
防
の
前
面
の
水
深
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
更
に
堤

防
の
法
線
形
状
が
例
え
ば
Ｖ
字
形

で
開
口
部
か
ら
波
が
侵
入
す
る

と
、
奥
に
行
く
に
従
い
収
斂
し
て

波
が
巨
大
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
条
件
を
最
も
厳
し
い
状

態
で
考
慮
し
て
堤
防
高
さ
を
決
定

す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。
ま
た

現
在
で
あ
れ
ば
数
値
解
析
で
検
証

作
業
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
当

時
は
模
型
実
験
に
よ
っ
て
確
認
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
条
件
を
考
慮

し
た
結
果
、
木
曽
川
、
揖
斐
川
（
長

良
川
）
ま
た
、
左
右
岸
で
も
計
画
の

堤
防
高
さ
に
も
差
が
生
じ
て
い
る
の

で
す
。

四
、
ま
た
堤
体
材
料
及
び
構
造
に
つ
い
て

は
、
出
来
る
だ
け
波
を
反
射
さ
せ
て

超
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
さ

に
加
え
〝
波
返
し
〞
と
呼
ば
れ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
堤
防
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
波
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
に
ぶ
つ
か
っ
て
波

頭
が
飛
び
散
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

堤
防
の
上
（
天
端
）
と
堤
内
地
側
の

法
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
、
い

わ
ゆ
る
〝
三
面
張
り
〞
構
造
の
堤
防

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

こ
の
当
時
の
、
堤
防
高
さ
や
構
造

な
ど
の
考
え
方
は
、
現
在
の
木
曽
三

■ 河川高潮堤防区間縦断図

■ 高潮堤防補強計画

現
在
の

高
潮
堤
防
の
状
況

第
一
節

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■ 高潮対策河川堤標準断面図、災害前堤防断面図
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を
立
て
る
際
、
高
さ
に
つ
い
て
、

一
、
潮
位
偏
差
や
波
浪
は
伊
勢
湾
台
風
が

再
来
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
。

つ
ま
り
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
使
う

と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
ま
た
潮
位
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
伊

勢
湾
台
風
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分

に
名
古
屋
に
最
接
近
し
ま
し
た
が
、

通
常
の
名
古
屋
港
の
満
潮
予
定
時
刻

二
七
日
〇
時
四
五
分
で
あ
り
、
満
潮

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
復
旧
計
画
で
は
実
績
よ
り
も

も
っ
と
高
く
な
る
平
均
満
潮
位
と
す

る
こ
と
し
ま
し
た
。

三
、
堤
防
の
高
さ
は
堤
防
の
法
線
、
前
面

の
海
底
地
形
、
堤
防
構
造
の
特
性
な

ど
を
考
慮
し
て
決
め
る
こ
と
と
な
り

あ
る
い
は
港
湾
、
漁
港
の
機
能
保
持
な
次

の
各
項
を
提
出
す
る
こ
と
な
ら
び
に
防
波

堤
の
効
果
等
の
諸
点
を
考
慮
し
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。
」

　

ま
た
堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
も
、
「
計

画
の
対
象
の
潮
位
お
よ
び
波
浪
に
対
し

て
、
越
波
さ
せ
な
い
規
模
で
、
築
造
す
る

堤
防
に
お
い
て
も
、
堤
防
の
天
場
お
よ
び

裏
の
り
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
被
覆
工
を

施
し
て
の
り
面
保
護
を
実
施
し
、
ま
た
越

波
を
考
え
て
築
造
す
る
場
合
は
、
裏
の
り

面
保
護
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
の
り
尻
の

洗
堀
防
止
の
強
化
に
留
意
す
る
。
」
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
の

復
旧
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
周
辺
の
海
岸
堤

防
、
河
川
堤
防
、
干
拓
堤
防
な
ど
の
計
画

の
高
潮
対
策
事
業
に
対
し
、
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
一
一
月
一
六
日
の
次
官

会
議
で
、
関
係
各
省
の
緊
密
な
連
絡
の
も

と
に
、
早
急
に
海
岸
、
河
川
堤
防
等
の
築

造
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
一
一
月
二
六
日
に
初

会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で

「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
計
画
基
本
方

針
」
が
取
り
纏
め
ら
れ
、
基
本
的
事
項
と

し
て
「
計
画
は
、
海
岸
、
河
川
、
港
湾
、

干
拓
地
、
埋
立
地
な
ら
び
に
道
路
等
の
諸

計
画
を
、
総
合
的
に
考
慮
し
て
樹
立
す
る

こ
と
」
、
ま
た
「
計
画
対
象
の
気
象
お
よ

び
海
象
条
件
と
し
て
は
、
潮
位
偏
差
お
よ

び
波
浪
は
台
風
第
一
五
号
（
当
時
の
伊
勢

湾
台
風
の
名
称
）
の
も
の
を
、
天
体
潮
位

は
台
風
平
均
満
潮
位
を
採
る
も
の
と
し
、 

そ
れ
を
上
回
る
条
件
に
対
し
て
も
、
被
害

を
最
小
限
度
に
と
ど
ま
る
よ
う
考
慮
す
る

も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
堤
防
の
高
さ
も
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の

地
点
に
お
け
る
堤
防
天
端
高
は
、
上
記
の

水
理
条
件
を
基
礎
と
し
、
背
後
地
の
条

件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤
防
法
線
の
局

地
的
特
性
お
よ
び
堤
防
前
面
の
海
底
地
形

 

一
． 伊
勢
湾
台
風
か
ら
の

     

高
潮
堤
防
復
旧
計
画
の
考
え
方

　

現
在
の
木
曽
三
川
河
口
部
の
堤
防
は

巨
大
台
風
の
来
襲
に
対
し
て
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
伊
勢
湾
台
風
の

被
害
か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
多
く
の
K
I
S
S
O
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
第
一
章

と
第
二
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
旧
の
状

況
に
つ
い
て
も
う
一
度
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
あ
と
、
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
し
た
三
日

後
の
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

九
日
に
は
、
当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
を

本
部
長
と
し
て
、
名
古
屋
に
「
中
部
日
本

災
害
対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
一
〇

月
二
六
日
第
三
三
回
臨
時
国
会
が
招
集
さ

れ
、
災
害
対
策
と
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す

る
補
正
予
算
案
な
ど
関
係
法
令
を
迅
速
に

可
決
処
理
し
、
実
施
に
移
し
て
復
興
に
対

す
る
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
台
風
に
伴
う
伊
勢
湾
等

震
災
で
は
地
震
の
揺
れ
に
加
え
津
波
に

よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
現
在
で
は
高
潮
堤
防
の
耐
震
対
策

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
て
も
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
津
波
浸
水
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

く
ま
で
も
緊
急
措
置
で
あ
り
、
本
格
的

な
高
潮
堤
防
補
給
は
引
き
続
き
継
続
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
三
〇
年
度
に

一
部
の
橋
梁
部
分
等
を
除
き
高
潮
堤
防

補
強
事
業
が
概
ね
完
成
し
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
現
在
の
木
曽
三
川
河
口
部

は
、
再
び
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
と
し

て
も
高
潮
に
対
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
淀
川
の
高
潮
堤

防
が
大
き
な
被
害
を
被
災
し
た
こ
と
、

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
東
日
本
大

川
の
高
潮
堤
防
に
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
で
す
。 

 

二
． 伊
勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
に
も
安
全
な

      

木
曽
三
川
下
流
部
高
潮
堤
防
の
完
成

○
木
曽
三
川
下
流
部
高
潮
堤
防
の
完
成

　

こ
う
し
て
新
た
に
木
曽
三
川
河
口
部
の

高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た
堤
防
総
延

長
三
一
．六
㎞
の
区
間
の
高
潮
堤
防
が
僅

か
三
年
で
完
成
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
復
興
に
よ
っ
て
安
全
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
急
速
な
高
度
成
長
に

よ
る
地
下
水
の
く
み
上
げ
は
、
皮
肉
に
も

一
ｍ
〜
二
ｍ
も
の
地
盤
沈
下
が
引
き
起
こ

す
こ
と
と
な
り
、
木
曽
三
川
河
口
部
は
わ

が
国
最
大
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
一
旦
完
成
し
た
高
潮
堤

防
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
昭
和
四
四
年
か
ら
、
再
び
高
潮
堤

防
の
補
強
を
始
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
補
強
計
画
で
は
伊
勢
湾
台

風
の
復
旧
堤
防
の
前
面
に
新
堤
防
を
築

く
も
の
で
、
こ
の
結
果
、
新
た
な
堤
防

は
復
旧
堤
防
よ
り
も
数
倍
も
の
断
面
を

持
つ
堤
防
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
度
成
長
に
よ
る
地
盤
沈

下
は
、
高
潮
堤
防
の
補
強
速
度
を
上
回

る
速
度
で
進
行
し
、
補
強
が
間
に
合
わ

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
ま
ず
堤
防
の
高
さ
だ
け
で
も
確
保

す
る
こ
と
と
し
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
は

「
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
事
業
」
に
着

手
、
昭
和
六
三
年
度
に
竣
工
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ

ま
し
た
。

　
　
　

さ
ら
に
堤
防
の
高
さ
に
つ
い
て

は
、
波
の
高
さ
を
考
慮
し
て
決
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
波
の
高

さ
は
堤
防
の
前
面
の
水
深
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
更
に
堤

防
の
法
線
形
状
が
例
え
ば
Ｖ
字
形

で
開
口
部
か
ら
波
が
侵
入
す
る

と
、
奥
に
行
く
に
従
い
収
斂
し
て

波
が
巨
大
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
条
件
を
最
も
厳
し
い
状

態
で
考
慮
し
て
堤
防
高
さ
を
決
定

す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。
ま
た

現
在
で
あ
れ
ば
数
値
解
析
で
検
証

作
業
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
当

時
は
模
型
実
験
に
よ
っ
て
確
認
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
条
件
を
考
慮

し
た
結
果
、
木
曽
川
、
揖
斐
川
（
長

良
川
）
ま
た
、
左
右
岸
で
も
計
画
の

堤
防
高
さ
に
も
差
が
生
じ
て
い
る
の

で
す
。

四
、
ま
た
堤
体
材
料
及
び
構
造
に
つ
い
て

は
、
出
来
る
だ
け
波
を
反
射
さ
せ
て

超
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
さ

に
加
え
〝
波
返
し
〞
と
呼
ば
れ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
堤
防
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
波
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
に
ぶ
つ
か
っ
て
波

頭
が
飛
び
散
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

堤
防
の
上
（
天
端
）
と
堤
内
地
側
の

法
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
、
い

わ
ゆ
る
〝
三
面
張
り
〞
構
造
の
堤
防

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

こ
の
当
時
の
、
堤
防
高
さ
や
構
造

な
ど
の
考
え
方
は
、
現
在
の
木
曽
三

■ 河川高潮堤防区間縦断図

■ 高潮堤防補強計画

現
在
の

高
潮
堤
防
の
状
況

第
一
節

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■ 高潮対策河川堤標準断面図、災害前堤防断面図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
ゅ
う
れ
ん
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

温
暖
化
に
よ
り

巨
大
化
す
る
台
風

第
二
節

第一作業部会報告書のポイント
1.気候システムの温暖化には疑う余地がなく、1950年代以降、観測された変化の
多くは数十年～数千年間で前例のないものである。
2.陸域と海上を合わせた世界平均地上気温は、1880～2012年の期間に0.85
[0.65～1.06]℃上昇している。
3.大気中の二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）濃度は、少な
くとも最近80 万年間で前例のない水準にまで増加している。海洋は排出された
人為起源の二酸化炭素の約30%を吸収し、海洋酸性化を引き起こしている。
4.気候システムに対する人間の影響は明白である。
5.1951～2010年の世界平均地上気温の観測された上昇の半分以上は、温室
効果ガス濃度の人為的増加とその他の人為起源強制力の組合せによって引き
起こされた可能性が極めて高い。
6.温室効果ガスの継続的な排出は、更なる温暖化と気候システム全ての要素の
変化をもたらすだろう。気候変動を抑制するには、温室効果ガス排出量の大幅
かつ持続的な削減が必要であろう。

■ 図1:3つのデータセットによる、1850～2012年の陸域と海上とを合わせた
　 世界平均地上気温偏差の観測値。

■ 開放講座で講演される　
　　　　　　　 名古屋大学　坪木和久教授

上図:年平均値、下図:10年毎の平均値（黒色のデータセットについては不確
実性の推定を含む）。偏差は1961～1990年を基準とする。（出典:IPCC 
AR5 WGⅠ SPM Fig. SPM.1(a) ）

地球温暖化の結果として起こりうること

1.地球全体・各地域の気温の上昇
2.水蒸気量の増加
3.極端現象（豪雨・干ばつ・台風など）の増加
4.局地的豪雨の増加
5.台風の強化、竜巻の増加
6.海面水温・海水温の上昇
7.海面の上昇と低地の減少（海面上昇は地
球全体で一様でなく局所的に高くなる。）
8.海洋の酸性化とそれに伴う海洋生物の変化
9.海氷、氷床、氷河、永久凍土の減少

■ 図2：細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の5年移動平
均、直線（赤）：長期的な変化傾向。基準値は1981～2010年の30年平均値。日本の
年平均気温は、長期的には100年あたり約1.14℃の割合で上昇しており、特に1990
年代以降、高温となる年が頻出。

出典：気象庁HP　日本の年平均気温の偏差の経年変化（1898～2014年）
　　 http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html 

■ 図3：アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化  
出典：気象庁ホームページ  http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/heavyraintrend.html

■ 図4：海面水温の長期変化傾向（日本近海） 
出典:気象庁ホームページhttp://www.data.jma.go.jp/gmd/
kaiyou/data/shindan/a_1/japan_warm/japan_warm.html

■ 図5：左図：2005年9月の観測された西太平洋の平均海面水温分布。
　　　 右図：地球温暖化が進んだときに予想される今世紀末の9月の平均海面水温分布。

九州・沖縄海域
日本南方海域

関東中海域

日本海

全海域平均 北海道周辺・
日本東方海域
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 
そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

温
暖
化
に
よ
り

巨
大
化
す
る
台
風

第
二
節

第一作業部会報告書のポイント
1.気候システムの温暖化には疑う余地がなく、1950年代以降、観測された変化の
多くは数十年～数千年間で前例のないものである。
2.陸域と海上を合わせた世界平均地上気温は、1880～2012年の期間に0.85
[0.65～1.06]℃上昇している。
3.大気中の二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）濃度は、少な
くとも最近80 万年間で前例のない水準にまで増加している。海洋は排出された
人為起源の二酸化炭素の約30%を吸収し、海洋酸性化を引き起こしている。
4.気候システムに対する人間の影響は明白である。
5.1951～2010年の世界平均地上気温の観測された上昇の半分以上は、温室
効果ガス濃度の人為的増加とその他の人為起源強制力の組合せによって引き
起こされた可能性が極めて高い。
6.温室効果ガスの継続的な排出は、更なる温暖化と気候システム全ての要素の
変化をもたらすだろう。気候変動を抑制するには、温室効果ガス排出量の大幅
かつ持続的な削減が必要であろう。

■ 図1:3つのデータセットによる、1850～2012年の陸域と海上とを合わせた
　 世界平均地上気温偏差の観測値。

■ 開放講座で講演される　
　　　　　　　 名古屋大学　坪木和久教授

上図:年平均値、下図:10年毎の平均値（黒色のデータセットについては不確
実性の推定を含む）。偏差は1961～1990年を基準とする。（出典:IPCC 
AR5 WGⅠ SPM Fig. SPM.1(a) ）

地球温暖化の結果として起こりうること

1.地球全体・各地域の気温の上昇
2.水蒸気量の増加
3.極端現象（豪雨・干ばつ・台風など）の増加
4.局地的豪雨の増加
5.台風の強化、竜巻の増加
6.海面水温・海水温の上昇
7.海面の上昇と低地の減少（海面上昇は地
球全体で一様でなく局所的に高くなる。）
8.海洋の酸性化とそれに伴う海洋生物の変化
9.海氷、氷床、氷河、永久凍土の減少

■ 図2：細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の5年移動平
均、直線（赤）：長期的な変化傾向。基準値は1981～2010年の30年平均値。日本の
年平均気温は、長期的には100年あたり約1.14℃の割合で上昇しており、特に1990
年代以降、高温となる年が頻出。

出典：気象庁HP　日本の年平均気温の偏差の経年変化（1898～2014年）
　　 http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html 

■ 図3：アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化  
出典：気象庁ホームページ  http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/heavyraintrend.html

■ 図4：海面水温の長期変化傾向（日本近海） 
出典:気象庁ホームページhttp://www.data.jma.go.jp/gmd/
kaiyou/data/shindan/a_1/japan_warm/japan_warm.html

■ 図5：左図：2005年9月の観測された西太平洋の平均海面水温分布。
　　　 右図：地球温暖化が進んだときに予想される今世紀末の9月の平均海面水温分布。

九州・沖縄海域
日本南方海域

関東中海域

日本海

全海域平均 北海道周辺・
日本東方海域
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■図6：1980～2015年の台風などの熱帯低気圧が最大強度をとる
位置。縦軸は赤道からの距離で、上図は北半球、下図は南半球に
ついて。Kossin et al. (2014), Nature

■図10：コンピュータシミュレーション実験でみられた、今世紀末の温暖化した気候で
発生する超大型の非常に強い台風。黒い実線がこの台風の進路で1959年の伊
勢湾台風（赤実線が進路）とほぼ同じ上陸地点をとる。カラーは降水強度、細い黒
実線は地上気圧、細い赤実線は風速15、25m/sの等値線。

■図11：1951～2011年の期間における猛烈な台風の発生数。白丸と実線は
気象庁のベストトラック、点線は米国の合同台風警報センター（JTWC）のベ
ストトラックから数えたもの。

■図9：名古屋大学で開発した雲解像モデルで再現された伊勢湾台風の立体表示

■図7：上図は強い台風（カテゴリー4，5の）の発生割合。下図は年
ごとの最大強度の台風の最大風速。黒線は米国の合同台風警
報センター、赤線は日本の気象庁を補正したもの。

■図8：今世紀末の温暖化した気候においてシミュレーションされた日本本土に上陸す
るスーパー台風。カラーは降水強度、等値線は地上気圧。

■図12：左図は台風の進路予報誤差、右図は強度予報誤差の経年変化。
　（Ito　2016, SOLA）
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
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に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■図6：1980～2015年の台風などの熱帯低気圧が最大強度をとる
位置。縦軸は赤道からの距離で、上図は北半球、下図は南半球に
ついて。Kossin et al. (2014), Nature

■図10：コンピュータシミュレーション実験でみられた、今世紀末の温暖化した気候で
発生する超大型の非常に強い台風。黒い実線がこの台風の進路で1959年の伊
勢湾台風（赤実線が進路）とほぼ同じ上陸地点をとる。カラーは降水強度、細い黒
実線は地上気圧、細い赤実線は風速15、25m/sの等値線。

■図11：1951～2011年の期間における猛烈な台風の発生数。白丸と実線は
気象庁のベストトラック、点線は米国の合同台風警報センター（JTWC）のベ
ストトラックから数えたもの。

■図9：名古屋大学で開発した雲解像モデルで再現された伊勢湾台風の立体表示

■図7：上図は強い台風（カテゴリー4，5の）の発生割合。下図は年
ごとの最大強度の台風の最大風速。黒線は米国の合同台風警
報センター、赤線は日本の気象庁を補正したもの。

■図8：今世紀末の温暖化した気候においてシミュレーションされた日本本土に上陸す
るスーパー台風。カラーは降水強度、等値線は地上気圧。

■図12：左図は台風の進路予報誤差、右図は強度予報誤差の経年変化。
　（Ito　2016, SOLA）
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

広
域
避
難
に
向
け
た

取
り
組
み

第
三
節

■図13：台風の航空機観測の概念図。
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第
五
章

第
五
章

　

伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

広
域
避
難
に
向
け
た

取
り
組
み

第
三
節

■図13：台風の航空機観測の概念図。

判断事項

LEVEL2 態勢、3,4 への準備

避難所の計画・準備

避難の計画・準備

緊急事態宣言

LEVEL3 態勢

自治体・州の避難所準備

通行規制の計画・準備

避難指示

避難所開設

交通規制開始

公共交通機関停止

LEVEL４態勢

その場での避難の指示

交通規制終了

対応者退避

時刻（時間）
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72
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3

0
※時刻0は、ニュージャージー州に上陸するハリケーンによる強風到達時刻
※各時刻は 時刻0から遡った時間（hr）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 
倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、■ 図2：想定最大浸水域図（参考資料：中部地方の天変地異を考える会）

図1：スーパー伊勢湾台風の経路図

■ 図3：風速・風向想定図（21時）

■ 図4：想定洪水の氾濫状況図（12時）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、■ 図2：想定最大浸水域図（参考資料：中部地方の天変地異を考える会）

図1：スーパー伊勢湾台風の経路図

■ 図3：風速・風向想定図（21時）

■ 図4：想定洪水の氾濫状況図（12時）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×
印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■ 図5：高潮災害と洪水災害のシナリオ

■ 図6：高潮・洪水災害・浸水想定図（36時）　
　　※27時以降の高潮計算結果は変動がないものとしている

■ 図７：フェーズ０における各ステージの想定台風位置と状況■ 図８：情報共有本部等のイメージ
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 
　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■ 図5：高潮災害と洪水災害のシナリオ

■ 図6：高潮・洪水災害・浸水想定図（36時）　
　　※27時以降の高潮計算結果は変動がないものとしている

■ 図７：フェーズ０における各ステージの想定台風位置と状況■ 図８：情報共有本部等のイメージ
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 
一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

避難行動

　これまでの記述で「タイムライン」という言葉が出てきます。最近様々な場面で登場しています
が、英語で「timeline」と記述し、日本では概ね以下の四通りの意味で使われています。

１.「時刻表や時間割り」
２.「行動計画。防災行動計画」
３.「ビデオ編集などで、作品全体を時系列で表示および管理する機能」
４.「SNSで投稿された短い文（ツイートなど）が時系列で並んだ表示画面のこと」

　総じて、時間経過によって変化した情報を表示したものということです。
　当然のことながら、本冊子では防災上の意味を指し時間の経過に沿った「防災行動計画」を
意味します。つまり、災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を
予め想定し共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主
体を時系列で整理した計画です。国、地方公共団体、企業、住民等が連携してタイムラインを策
定することにより、災害時に連携した対応を行うことができます。
　平成24（2012）年10月29日、米国ニュージャージー州・ニューヨーク州に上陸したハリケーン・
サンディがニューヨークを直撃し、地下鉄や地下空間への浸水をはじめビジネス活動の停止な
ど極めて甚大な被害をもたらしました。しかし、ニューヨーク州知事らは「被害の発生を前提とし
た防災」として事前に策定してあったタイムラインにより住民避難などの対策を行ったことで人命
被害を最小限に抑えることが出来ました。
　これを受け、米国での教訓等を活用しつつ我が国の実情にあったタイムラインの策定・活用を
進め、大規模水災害が発生することを前提とした防災・減災対策を進めることとなりました。
　この結果、平成29（2017）年6月までに国管理河川の沿線市町村（対象：730市町村）でタイ
ムラインの策定が完了しています。木曽川水系沿川市町村でタイムラインの策定がされている自
治体は以下の通りとなっています。

岐阜県 岐南町、笠松町、可児市、各務原市、美濃加茂市、坂祝町、羽島市、瑞穂市、安八町、
 輪之内町、北方町、岐阜市、大垣市、神戸町、池田町、大野町、養老町、海津市、本巣市
愛知県 一宮市、稲沢市、扶桑町、江南市、弥富市、愛西市、津島市、飛島村、蟹江町
三重県 桑名市、木曽岬町

タイムラインに関する国土交通省のHPアドレス　　
http://www.mlit.go.jp/river/bousai/timeline/index.html　　

コラム①　タイムライン

■ 避難に関する用語定義の解説図

■ 上陸36時間前～24時間前 情報の流れ（イメージ）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

避難行動

　これまでの記述で「タイムライン」という言葉が出てきます。最近様々な場面で登場しています
が、英語で「timeline」と記述し、日本では概ね以下の四通りの意味で使われています。

１.「時刻表や時間割り」
２.「行動計画。防災行動計画」
３.「ビデオ編集などで、作品全体を時系列で表示および管理する機能」
４.「SNSで投稿された短い文（ツイートなど）が時系列で並んだ表示画面のこと」

　総じて、時間経過によって変化した情報を表示したものということです。
　当然のことながら、本冊子では防災上の意味を指し時間の経過に沿った「防災行動計画」を
意味します。つまり、災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を
予め想定し共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主
体を時系列で整理した計画です。国、地方公共団体、企業、住民等が連携してタイムラインを策
定することにより、災害時に連携した対応を行うことができます。
　平成24（2012）年10月29日、米国ニュージャージー州・ニューヨーク州に上陸したハリケーン・
サンディがニューヨークを直撃し、地下鉄や地下空間への浸水をはじめビジネス活動の停止な
ど極めて甚大な被害をもたらしました。しかし、ニューヨーク州知事らは「被害の発生を前提とし
た防災」として事前に策定してあったタイムラインにより住民避難などの対策を行ったことで人命
被害を最小限に抑えることが出来ました。
　これを受け、米国での教訓等を活用しつつ我が国の実情にあったタイムラインの策定・活用を
進め、大規模水災害が発生することを前提とした防災・減災対策を進めることとなりました。
　この結果、平成29（2017）年6月までに国管理河川の沿線市町村（対象：730市町村）でタイ
ムラインの策定が完了しています。木曽川水系沿川市町村でタイムラインの策定がされている自
治体は以下の通りとなっています。

岐阜県 岐南町、笠松町、可児市、各務原市、美濃加茂市、坂祝町、羽島市、瑞穂市、安八町、
 輪之内町、北方町、岐阜市、大垣市、神戸町、池田町、大野町、養老町、海津市、本巣市
愛知県 一宮市、稲沢市、扶桑町、江南市、弥富市、愛西市、津島市、飛島村、蟹江町
三重県 桑名市、木曽岬町

タイムラインに関する国土交通省のHPアドレス　　
http://www.mlit.go.jp/river/bousai/timeline/index.html　　

コラム①　タイムライン

■ 避難に関する用語定義の解説図

■ 上陸36時間前～24時間前 情報の流れ（イメージ）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、
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■ 8市町村で共同で広域避難等の自主的な避難の呼びかけを行う体制（仕組み）の案

■ 8市町村の住民へのアンケート調査結果
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■ 東京の江東５区で取り組まれている自主的広域避難の取り組み
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、
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■ 8市町村で共同で広域避難等の自主的な避難の呼びかけを行う体制（仕組み）の案
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■ 東京の江東５区で取り組まれている自主的広域避難の取り組み
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

群馬大学大学院・片田研究室　提供

　
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊

勢
湾
台
風
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
適
切
な
避
難
に
よ
っ
て
犠

牲
者
を
ゼ
ロ
に
し
た
り
、
大
幅
に
軽
減
で
き
た
市
町
村
も
あ

り
ま
し
た
。
内
閣
府
広
報
誌
「
ぼ
う
さ
い
」
第
四
八
号
（
平

成
二
〇
年
十
一
月
号
）
安
田
孝
志
（
岐
阜
大
学
工
学
研
究
科

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専
攻
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
講

座
教
授
（
現
愛
知
工
科
大
学
学
長
）
）
の
報
告
か
ら
抜
粋
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
潮
災
害
の
場
合
、
被
災
地
域
は
沿
岸
域
に
限
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
こ
か
ら
避
難
さ
え
で
き
れ
ば
人
的
被
害
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
伊
勢
湾
に
面
し
た
三
重
県
楠
町
（
当
時
）
は
、

町
内
の
大
半
が
浸
水
し
な
が
ら

一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
同
じ

三
重
県
の
木
曽
岬
村
は
、
湾
奥

部
の
干
拓
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
一
割
を
超

え
る
三
二
八
人
に
及
ぶ
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
違

い
は
適
切
な
避
難
の
有
無
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

表
１
は
各
市
区
町
村
か
ら
の
避
難
命
令
発
令
時
刻
を
示
し
た

も
の
で
す
。
気
象
台
か
ら
の
高
潮
警
報
は
名
古
屋
港
で
の
潮
位
が

最
高
位
に
達
し
た
二
六
日
二
一
時
三
五
分
の
約
一
〇
時
間
前
の
一

一
時
一
五
分
に
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
区
町
村
に
よ
っ
て

そ
れ
へ
の
対
応
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

早
い
所
で
は
一
三
時
に
避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
な
い
ま
ま
被
災
し
た
所
も
あ
り
ま
す
。
特

徴
的
な
点
は
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
の
六
年
前
の
昭
和
二
八
（
一
九

五
三
）
年
に
台
風
第
一
三
号
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

知
多
半
島
か
ら
三
河
湾
に
か
け
て
の
碧
南
、
美
浜
、
武
豊
、
内
海

の
市
町
村
で
は
発
令
が
早
く
、
こ
れ
ら
四
市
町
村

全
体
で
の
犠
牲
者
も
二
六
名
に
留
ま
っ
た
の
に
対

し
、
台
風
第
一
三
号
に
よ
る
被
害
が
比
較
的
軽
か
っ

た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
区
町
村
で
は
発
令
が
遅
か
っ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
特
に
長
島
町
な
ど
で
の
避

難
命
令
の
発
令
が
一
九
時
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
は

致
命
的
で
し
た
。
発
令
さ
れ
た
時
は
既
に
停
電
の

た
め
に
真
暗
闇
の
暴
風
雨
と
な
っ
て
お
り
、
長
島

町
で
は
三
八
一
人
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

被
災
経
験
と
そ
の
受
け
止
め
方
の
差
が
避
難
行

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
ま
す
。
何

故
、
危
険
度
の
高
い
湾
奥
部
で
過
小
評
価
し
、
避
難
が
遅
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
理
由
を
「
体
験
伊
勢
湾
台
風―

語
り
継
ぐ

災
害
・
復
旧―

」
の

中
で
の
W
氏
の
発

言
「
伊
勢
湾
台
風

の
時
の
反
省
の
一
つ

に
、
予
報
が
ラ
ジ
オ

で
流
れ
た
の
が
「
昭

和
二
八
年
の
台
風

第
一
三
号
に
、
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
大
型
台
風
だ
」
と
い
う
放
送

の
、
一
点
張
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
早
く
停
電
し
て
、
唯

一
の
頼
り
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

が
同
じ
文
句
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
勢
湾
の

奥
で
は
、
台
風
第
一
三
号
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
頭
が
あ
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
油
断
し
た
感
じ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
避
難
を
遅
く
し
た
り
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因

の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
台
風
第
一
三
号
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
三
重
県
楠
町
の
場
合
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
犠
牲
者

は
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
の
違
い
と
し
て
、
当
時
助
役
だ
っ
た
中
川
薫

氏
の
存
在
、
町
民
の
水
防
意
識
の
高
さ
と
水
防
を
最
重
要
施
策

の
一
つ
と
す
る
町
政
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
気

象
台
か
ら
の
情
報
に
加
え
た
自
前
の
気
象
測
器
に
よ
る
現
況
把

握
と
そ
れ
に
基
づ
く
二
六
日
午
前
九
時
の
町
議
会
招
集
に
よ
る

水
防
態
勢
と
避
難
措
置
の
協
議
、
町
人
口
の
四
分
の
一
に
近
い
二

五
〇
〇
人
の
水
防
団
・
消
防
団
の
待
機
出
動
の
指
示
、
午
後
三

時
の
避
難
命
令
の
発
令
と
水
防
団
に
よ
る
伝
達
・
誘
導
な
ど
の

迅
速
な
対
応
を
可
能
と
し
、
犠
牲
者
ゼ
ロ
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

楠
町
の
例
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
継
承
し
、
予
想
さ
れ
る
地

球
温
暖
化
に
よ
る
台
風
強
大
化
対
策
等
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
②
　
伊
勢
湾
台
風
で
早
期
避
難
を
実
施
し
た
楠
木
町
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

　
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊

勢
湾
台
風
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
適
切
な
避
難
に
よ
っ
て
犠

牲
者
を
ゼ
ロ
に
し
た
り
、
大
幅
に
軽
減
で
き
た
市
町
村
も
あ

り
ま
し
た
。
内
閣
府
広
報
誌
「
ぼ
う
さ
い
」
第
四
八
号
（
平

成
二
〇
年
十
一
月
号
）
安
田
孝
志
（
岐
阜
大
学
工
学
研
究
科

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専
攻
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
講

座
教
授
（
現
愛
知
工
科
大
学
学
長
）
）
の
報
告
か
ら
抜
粋
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
潮
災
害
の
場
合
、
被
災
地
域
は
沿
岸
域
に
限
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
こ
か
ら
避
難
さ
え
で
き
れ
ば
人
的
被
害
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
伊
勢
湾
に
面
し
た
三
重
県
楠
町
（
当
時
）
は
、

町
内
の
大
半
が
浸
水
し
な
が
ら

一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
同
じ

三
重
県
の
木
曽
岬
村
は
、
湾
奥

部
の
干
拓
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
一
割
を
超

え
る
三
二
八
人
に
及
ぶ
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
違

い
は
適
切
な
避
難
の
有
無
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

表
１
は
各
市
区
町
村
か
ら
の
避
難
命
令
発
令
時
刻
を
示
し
た

も
の
で
す
。
気
象
台
か
ら
の
高
潮
警
報
は
名
古
屋
港
で
の
潮
位
が

最
高
位
に
達
し
た
二
六
日
二
一
時
三
五
分
の
約
一
〇
時
間
前
の
一

一
時
一
五
分
に
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
区
町
村
に
よ
っ
て

そ
れ
へ
の
対
応
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

早
い
所
で
は
一
三
時
に
避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
な
い
ま
ま
被
災
し
た
所
も
あ
り
ま
す
。
特

徴
的
な
点
は
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
の
六
年
前
の
昭
和
二
八
（
一
九

五
三
）
年
に
台
風
第
一
三
号
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

知
多
半
島
か
ら
三
河
湾
に
か
け
て
の
碧
南
、
美
浜
、
武
豊
、
内
海

の
市
町
村
で
は
発
令
が
早
く
、
こ
れ
ら
四
市
町
村

全
体
で
の
犠
牲
者
も
二
六
名
に
留
ま
っ
た
の
に
対

し
、
台
風
第
一
三
号
に
よ
る
被
害
が
比
較
的
軽
か
っ

た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
区
町
村
で
は
発
令
が
遅
か
っ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
特
に
長
島
町
な
ど
で
の
避

難
命
令
の
発
令
が
一
九
時
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
は

致
命
的
で
し
た
。
発
令
さ
れ
た
時
は
既
に
停
電
の

た
め
に
真
暗
闇
の
暴
風
雨
と
な
っ
て
お
り
、
長
島

町
で
は
三
八
一
人
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

被
災
経
験
と
そ
の
受
け
止
め
方
の
差
が
避
難
行

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
ま
す
。
何

故
、
危
険
度
の
高
い
湾
奥
部
で
過
小
評
価
し
、
避
難
が
遅
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
理
由
を
「
体
験
伊
勢
湾
台
風―

語
り
継
ぐ

災
害
・
復
旧―

」
の

中
で
の
W
氏
の
発

言
「
伊
勢
湾
台
風

の
時
の
反
省
の
一
つ

に
、
予
報
が
ラ
ジ
オ

で
流
れ
た
の
が
「
昭

和
二
八
年
の
台
風

第
一
三
号
に
、
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
大
型
台
風
だ
」
と
い
う
放
送

の
、
一
点
張
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
早
く
停
電
し
て
、
唯

一
の
頼
り
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

が
同
じ
文
句
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
勢
湾
の

奥
で
は
、
台
風
第
一
三
号
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
頭
が
あ
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
油
断
し
た
感
じ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
避
難
を
遅
く
し
た
り
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因

の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
台
風
第
一
三
号
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
三
重
県
楠
町
の
場
合
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
犠
牲
者

は
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
の
違
い
と
し
て
、
当
時
助
役
だ
っ
た
中
川
薫

氏
の
存
在
、
町
民
の
水
防
意
識
の
高
さ
と
水
防
を
最
重
要
施
策

の
一
つ
と
す
る
町
政
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
気

象
台
か
ら
の
情
報
に
加
え
た
自
前
の
気
象
測
器
に
よ
る
現
況
把

握
と
そ
れ
に
基
づ
く
二
六
日
午
前
九
時
の
町
議
会
招
集
に
よ
る

水
防
態
勢
と
避
難
措
置
の
協
議
、
町
人
口
の
四
分
の
一
に
近
い
二

五
〇
〇
人
の
水
防
団
・
消
防
団
の
待
機
出
動
の
指
示
、
午
後
三

時
の
避
難
命
令
の
発
令
と
水
防
団
に
よ
る
伝
達
・
誘
導
な
ど
の

迅
速
な
対
応
を
可
能
と
し
、
犠
牲
者
ゼ
ロ
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

楠
町
の
例
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
継
承
し
、
予
想
さ
れ
る
地

球
温
暖
化
に
よ
る
台
風
強
大
化
対
策
等
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
②
　
伊
勢
湾
台
風
で
早
期
避
難
を
実
施
し
た
楠
町
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が
、
更
に
低
い
気
圧
と
な
っ
て
上
陸
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

木
曽
三
川
下
流
部
の
高
潮
堤
防
は
計
画

通
り
概
成
し
て
い
ま
す
。
高
潮
堤
防
は
こ

の
地
方
で
史
上
最
大
と
も
い
え
る
伊
勢
湾

台
風
レ
ベ
ル
の
台
風
に
対
し
て
は
安
全
な

レ
ベ
ル
と
言
え
ま
す
。
想
定
を
超
え
る

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
が
来
た
場
合
の
水

害
の
リ
ス
ク
は
大
き
い
の
で
す
。

 

三
．「
水
防
災
意
識
社
会
」
構
築
の

      

必
要
性
と
早
期
避
難

　

で
は
超
大
型
台
風
な
ど
の
自
然
の
猛
威

が
予
想
さ
れ
た
と
き
、
私
た
ち
一
人
一
人

は
ど
う
行
動
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

皆
さ
ん
の
住
ま
わ
れ
て
い
る
地
区
に

も
〝
広
域
避
難
場
所
〞
、
と
い
っ
た
避
難

場
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
〝
避
難
勧

告
〞
、
〝
避
難
指
示
（
緊
急
）
〞
と
い
っ

た
私
た
ち
の
災
害
に
対
す
る
避
難
の
情

報
は
地
方
自
治
体
が
そ
の
責
任
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

国
や
県
は
市
町
村
な
ど
の
各
自
治
体
に

対
し
て
〝
避
難
情
報
〞
を
発
出
す
る
た
め

る
だ
け
の
対
策
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
の
災
害
に
対
し
て
は
、
万
全
な
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
木
曽
三
川
下
流
部
の
地
盤

は
、
海
面
下
の
高
さ
し
か
な
い
こ
と
も
事

実
で
す
。
堤
防
が
無
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
万
が
一
の
水
害
リ
ス
ク
は
非

常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

 

二
． 気
候
変
動
は
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾

     

台
風
を
発
生
さ
せ
る

　

着
実
に
進
行
す
る
気
候
変
動
に
よ
り
、

今
世
紀
末
に
は
発
生
す
る
台
風
の
数
は
減

る
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
近
海
の
海
水

面
温
度
は
最
大
約
一
．三
度
上
昇
す
る
と

見
ら
れ
、
そ
の
結
果
来
襲
す
る
台
風
は
勢

力
を
保
っ
た
ま
ま
に
本
土
に
上
陸
し
ま

す
。
ま
た
、
西
太
平
洋
上
で
発
生
す
る
台

風
の
大
き
さ
も
今
世
紀
末
に
は
一
〇
hpa

程
度
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
我
が
国
に
上

陸
し
た
中
で
観
測
史
上
最
低
気
圧
を
記
録

し
た
第
二
室
戸
台
風
が
九
二
五
hpa
で
し
た

明
媚
な
、
お
よ
そ
九
〇
万
人
が
暮
ら
す
木

曽
三
川
下
流
部
で
す
。

　

し
か
し
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
木
曽

三
川
下
流
部
は
我
が
国
で
最
大
の
「
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
」
で
す
。
堤
防
が
な
け
れ

ば
最
大
二
ｍ
の
海
の
底
と
な
り
、
人
間
が

生
活
で
き
る
場
所
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
広
さ
は
我
が
国
最
大
で
す

か
ら
、
堤
防
が
な
け

れ
ば
一
面
が
海
原
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

確
か
に
現
在
で

は
、
伊
勢
湾
台
風
ク

ラ
ス
の
台
風
が
来
襲

し
、
そ
れ
に
よ
る
高

潮
が
発
生
し
て
も
安

全
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
な
堤
防
が
出
来
て

い
ま
す
。
耐
震
対
策

も
進
め
て
お
り
、
東

海
地
震
が
発
生
し
て

津
波
が
襲
来
し
て
も

安
全
な
堤
防
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ハ
ー

ド
対
策
と
し
て
出
来

 

一
． 木
曽
三
川
下
流
部
は
全
国
一
の

      

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

 

　
　

国
道
一
号
線
が
通
過
し
、
多
く
の
鉄

道
、
幹
線
道
路
が
通
過
す
る
木
曽
三
川
下

流
部
で
す
。

　

大
都
市
名
古
屋
市
ま
で
三
〇
分
ほ
ど
で

行
く
こ
と
が
で
き
、
温
暖
な
気
候
と
風
光

し
て
最
初
に
避
難
す
る
人
間
に
な
れ
ば
、

ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
。
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
ず
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
然
の

猛
威
に
対
し
て
、
自
分
の
経
験
が
未
知
で

あ
り
、
ま
じ
め
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
そ

の
上
で
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
事
例
は
想
定
を
超
え
る”

津
波”

に

対
す
る
教
訓
で
す
。
し
か
し
、
台
風
に
つ

い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
伊
勢
湾
台
風
に
お

い
て
三
重
県
楠
町
が
そ
れ
を
示
し
て
い
ま

す
。
毎
年
の
よ
う
に
全
国
で
、
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
被
災
さ

れ
た
方
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
対
し
て
口
を
そ
ろ
え
て
い
う
言
葉
が
耳

を
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

　

「
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
凄
い
災
害
は
生
ま

れ
て
初
め
て
で
す
。
」

　

命
が
助
か
っ
た
か
ら
こ
そ
い
え
る
発
言

で
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
自
分
の
家

が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に
あ
る
と
安
心
し

な
い
こ
と
。
そ
れ
は
過
去
の
災
害
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
資
料
で
あ
り
、
想
定

を
超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少

な
い
の
で
す
。

　
第
二
は
、最
善
を
尽
く
す
こ
と
。

　

東
日
本
震
災
で
助
か
っ
た
生
徒
達
は
一

旦
は
決
め
ら
れ
た
避
難
場
所
に
着
き
ま
し

た
が
、
妥
協
せ
ず
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
、
先
生
た
ち
も
行

動
し
ま
し
た
。

　
第
三
は
、率
先
避
難
者
と
な
る
こ
と
。　

　
他
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
自
分
だ

け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は
人
間
心

理
と
し
て
自
然
な
こ
と
。
で
も
勇
気
を
出

れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
間
一
髪
救
助
さ
れ

た
り
、
ス
ー
パ
ー
の
屋
上
駐
車
場
に
大
勢

が
避
難
し
て
い
る
光
景
を
目
に
さ
れ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

水
害
で
は
、
自
治
体
が
避
難
指
示
な
ど
必

要
な
情
報
を
多
く
発
信
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
逃
げ
遅
れ
た

の
で
す
。
幸
い
、
人
命
こ
そ
失
わ
れ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
約
四
千
人
が
逃
げ
遅

れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
住
民
は
避
難
で
き
な
か
っ
た
の

か
？
政
府
は
こ
の
出
来
事
に
大
い
に
危
機

感
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
必
要
な

情
報
は
提
供
さ
れ
て
い
た
の
に
対
象
者
の

避
難
行
動
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、

住
民
の
意
識
に
水
害
に
対
す
る
備
え
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
の
結
論
に
至
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
政
府
は
、
誰
も
が

水
害
に
あ
う
危
険
性
を
有
し
て
い
る
と
い

う
意
識
を
全
員
に
持
っ
て
貰
い
命
を
守
る

た
め
の
避
難
行
動
に
結
び
つ
け
て
貰
う
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
「
水
防
災
意
識
社
会
の
構
築
」

で
す
。
「
想
定
以
上
の
水
害
は
発
生
す

る
！
そ
の
た
め
、
各
自
が
早
め
に
命
を
守

る
行
動
を
し
て
貰
う
。
こ
の
た
め
、
国
、

県
、
市
全
て
の
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
住

民
の
避
難
へ
の
意
識
を
持
っ
て
貰
う
。
」

た
め
の
行
動
を
お
こ
し
て
い
ま
す
。

 

四
． 住
民
一
人
一
人
が
意
識
す
る
こ
と

　

先
の
東
日
本
震
災
で
奇
跡
を
起
こ
し
た

釡
石
市
の
小
中
学
生
を
指
導
さ
れ
た
片
田

教
授
の
言
葉
を
再
掲
し
ま
す
。

　

第一は
、想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
。

の
様
々
な
情
報
提
供
を
す
る
役
割
を
担
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
で
避
難
に
関
す
る
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
は

全
て
発
信
元
は
各
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
〝
避
難
場
所
〞
を
用
意
す
る
の
も
自

治
体
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
避
難
場
所
の
多
く
が
学
校
や
、
役

場
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
多
い
の

は
そ
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

　

次
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
い
っ
た
避

難
場
所
は
災
害
の
種
別
毎
に
違
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
災
害
の
種
別
と
し
て

は
「
地
震
」
「
火
災
」
「
風
水
害
」
「
津

波
」
「
高
潮
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
住

ま
い
の
場
所
に
よ
っ
て
は
避
難
場
所
が
逆

に
危
険
と
な
る
災
害
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

自
治
体
が
避
難
場
所
を
用
意
し
て
お
く

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
住
民
の
安
否
確
認

が
容
易
だ
か
ら
で
す
。
想
定
以
上
の
災
害

と
な
り
そ
う
な
場
合
に
は
、
現
在
の
避
難

場
所
か
ら
更
に
安
全
な
場
所
に
二
次
避
難

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
、
通
信
手
段
が
途
絶
し
た
り
し
た
と
し

て
も
、
一
気
に
住
民
全
員
を
安
全
な
場
所

に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で

す
。
こ
こ
数
年
、
住

民
に
対
す
る
避
難
情

報
の
提
供
が
緻
密
に

な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
平
成
二
七
（
二

〇
一
五
）
年
九
月
関

東
地
方
を
襲
っ
た
集

中
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒

川
の
左
岸
堤
防
が
決

壊
し
、
多
く
の
住
民

が
自
宅
に
取
り
残
さ
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は
市
町
村
な
ど
の
各
自
治
体
に

対
し
て
〝
避
難
情
報
〞
を
発
出
す
る
た
め

る
だ
け
の
対
策
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
の
災
害
に
対
し
て
は
、
万
全
な
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
木
曽
三
川
下
流
部
の
地
盤

は
、
海
面
下
の
高
さ
し
か
な
い
こ
と
も
事

実
で
す
。
堤
防
が
無
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
万
が
一
の
水
害
リ
ス
ク
は
非

常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

 

二
． 気
候
変
動
は
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾

     

台
風
を
発
生
さ
せ
る

　

着
実
に
進
行
す
る
気
候
変
動
に
よ
り
、

今
世
紀
末
に
は
発
生
す
る
台
風
の
数
は
減

る
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
近
海
の
海
水

面
温
度
は
最
大
約
一
．三
度
上
昇
す
る
と

見
ら
れ
、
そ
の
結
果
来
襲
す
る
台
風
は
勢

力
を
保
っ
た
ま
ま
に
本
土
に
上
陸
し
ま

す
。
ま
た
、
西
太
平
洋
上
で
発
生
す
る
台

風
の
大
き
さ
も
今
世
紀
末
に
は
一
〇
hpa

程
度
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
我
が
国
に
上

陸
し
た
中
で
観
測
史
上
最
低
気
圧
を
記
録

し
た
第
二
室
戸
台
風
が
九
二
五
hpa
で
し
た

明
媚
な
、
お
よ
そ
九
〇
万
人
が
暮
ら
す
木

曽
三
川
下
流
部
で
す
。

　

し
か
し
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
木
曽

三
川
下
流
部
は
我
が
国
で
最
大
の
「
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
」
で
す
。
堤
防
が
な
け
れ

ば
最
大
二
ｍ
の
海
の
底
と
な
り
、
人
間
が

生
活
で
き
る
場
所
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
広
さ
は
我
が
国
最
大
で
す

か
ら
、
堤
防
が
な
け

れ
ば
一
面
が
海
原
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

確
か
に
現
在
で

は
、
伊
勢
湾
台
風
ク

ラ
ス
の
台
風
が
来
襲

し
、
そ
れ
に
よ
る
高

潮
が
発
生
し
て
も
安

全
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
な
堤
防
が
出
来
て

い
ま
す
。
耐
震
対
策

も
進
め
て
お
り
、
東

海
地
震
が
発
生
し
て

津
波
が
襲
来
し
て
も

安
全
な
堤
防
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ハ
ー

ド
対
策
と
し
て
出
来

 

一
． 木
曽
三
川
下
流
部
は
全
国
一
の

      

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

 

　
　

国
道
一
号
線
が
通
過
し
、
多
く
の
鉄

道
、
幹
線
道
路
が
通
過
す
る
木
曽
三
川
下

流
部
で
す
。

　

大
都
市
名
古
屋
市
ま
で
三
〇
分
ほ
ど
で

行
く
こ
と
が
で
き
、
温
暖
な
気
候
と
風
光

し
て
最
初
に
避
難
す
る
人
間
に
な
れ
ば
、

ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
。
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
ず
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
然
の

猛
威
に
対
し
て
、
自
分
の
経
験
が
未
知
で

あ
り
、
ま
じ
め
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
そ

の
上
で
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
事
例
は
想
定
を
超
え
る”

津
波”

に

対
す
る
教
訓
で
す
。
し
か
し
、
台
風
に
つ

い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
伊
勢
湾
台
風
に
お

い
て
三
重
県
楠
町
が
そ
れ
を
示
し
て
い
ま

す
。
毎
年
の
よ
う
に
全
国
で
、
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
被
災
さ

れ
た
方
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
対
し
て
口
を
そ
ろ
え
て
い
う
言
葉
が
耳

を
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

　

「
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
凄
い
災
害
は
生
ま

れ
て
初
め
て
で
す
。
」

　

命
が
助
か
っ
た
か
ら
こ
そ
い
え
る
発
言

で
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
自
分
の
家

が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に
あ
る
と
安
心
し

な
い
こ
と
。
そ
れ
は
過
去
の
災
害
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
資
料
で
あ
り
、
想
定

を
超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少

な
い
の
で
す
。

　
第
二
は
、最
善
を
尽
く
す
こ
と
。

　

東
日
本
震
災
で
助
か
っ
た
生
徒
達
は
一

旦
は
決
め
ら
れ
た
避
難
場
所
に
着
き
ま
し

た
が
、
妥
協
せ
ず
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
、
先
生
た
ち
も
行

動
し
ま
し
た
。

　
第
三
は
、率
先
避
難
者
と
な
る
こ
と
。　

　
他
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
自
分
だ

け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は
人
間
心

理
と
し
て
自
然
な
こ
と
。
で
も
勇
気
を
出

れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
間
一
髪
救
助
さ
れ

た
り
、
ス
ー
パ
ー
の
屋
上
駐
車
場
に
大
勢

が
避
難
し
て
い
る
光
景
を
目
に
さ
れ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

水
害
で
は
、
自
治
体
が
避
難
指
示
な
ど
必

要
な
情
報
を
多
く
発
信
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
逃
げ
遅
れ
た

の
で
す
。
幸
い
、
人
命
こ
そ
失
わ
れ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
約
四
千
人
が
逃
げ
遅

れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
住
民
は
避
難
で
き
な
か
っ
た
の

か
？
政
府
は
こ
の
出
来
事
に
大
い
に
危
機

感
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
必
要
な

情
報
は
提
供
さ
れ
て
い
た
の
に
対
象
者
の

避
難
行
動
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、

住
民
の
意
識
に
水
害
に
対
す
る
備
え
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
の
結
論
に
至
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
政
府
は
、
誰
も
が

水
害
に
あ
う
危
険
性
を
有
し
て
い
る
と
い

う
意
識
を
全
員
に
持
っ
て
貰
い
命
を
守
る

た
め
の
避
難
行
動
に
結
び
つ
け
て
貰
う
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
「
水
防
災
意
識
社
会
の
構
築
」

で
す
。
「
想
定
以
上
の
水
害
は
発
生
す

る
！
そ
の
た
め
、
各
自
が
早
め
に
命
を
守

る
行
動
を
し
て
貰
う
。
こ
の
た
め
、
国
、

県
、
市
全
て
の
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
住

民
の
避
難
へ
の
意
識
を
持
っ
て
貰
う
。
」

た
め
の
行
動
を
お
こ
し
て
い
ま
す
。

 

四
． 住
民
一
人
一
人
が
意
識
す
る
こ
と

　

先
の
東
日
本
震
災
で
奇
跡
を
起
こ
し
た

釡
石
市
の
小
中
学
生
を
指
導
さ
れ
た
片
田

教
授
の
言
葉
を
再
掲
し
ま
す
。

　

第一は
、想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
。

の
様
々
な
情
報
提
供
を
す
る
役
割
を
担
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
で
避
難
に
関
す
る
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
は

全
て
発
信
元
は
各
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
〝
避
難
場
所
〞
を
用
意
す
る
の
も
自

治
体
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
避
難
場
所
の
多
く
が
学
校
や
、
役

場
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
多
い
の

は
そ
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

　

次
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
い
っ
た
避

難
場
所
は
災
害
の
種
別
毎
に
違
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
災
害
の
種
別
と
し
て

は
「
地
震
」
「
火
災
」
「
風
水
害
」
「
津

波
」
「
高
潮
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
住

ま
い
の
場
所
に
よ
っ
て
は
避
難
場
所
が
逆

に
危
険
と
な
る
災
害
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

自
治
体
が
避
難
場
所
を
用
意
し
て
お
く

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
住
民
の
安
否
確
認

が
容
易
だ
か
ら
で
す
。
想
定
以
上
の
災
害

と
な
り
そ
う
な
場
合
に
は
、
現
在
の
避
難

場
所
か
ら
更
に
安
全
な
場
所
に
二
次
避
難

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
、
通
信
手
段
が
途
絶
し
た
り
し
た
と
し

て
も
、
一
気
に
住
民
全
員
を
安
全
な
場
所

に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で

す
。
こ
こ
数
年
、
住

民
に
対
す
る
避
難
情

報
の
提
供
が
緻
密
に

な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
平
成
二
七
（
二

〇
一
五
）
年
九
月
関

東
地
方
を
襲
っ
た
集

中
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒

川
の
左
岸
堤
防
が
決

壊
し
、
多
く
の
住
民

が
自
宅
に
取
り
残
さ




